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チを援用した社会福祉理論史を描くことである。第
一に、「ゆるやかな集団モデル」として社会福祉の歴
史を描く際に「集団」を扱っていることと、その集
団が固定的なメンバーで構成されていないことが従
来の研究にはないものであり、対象の設定がオリジ
ナルである。また、分析枠組みとして「ロックイン」
と「総力戦体制」のアプローチによって、社会福祉
理論の多様性を描き出すことと、多様な理論の関係
性と変遷を描き出すことは、従来の研究にある孝橋
理論や岡村理論のような、個人の理論のみの分析を
描くものとは異なっており、理論のダイナミズムを
描く点でオリジナルである。 
 結果として、どの時代においても常に複数の理論
が乱立し、統一的な見方は存在していないが、その
中においても継承されている部分も見受けられた。
そのため個別の個人の理論ではなく、社会福祉理論
史の一部が再構築できた。 
 本研究の意義は、同時期における複数の理論の関 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
係性を分析することもでき、時系列的にみる縦のつ
ながりだけでなく、同時期の横のつながりや断絶を
みることもできる。このような視点の広がりは、今
後の社会福祉の歴史研究をさらに進めることを可能
とする。 
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